
宝塚市立文化芸術センター及び宝塚文化芸術センター庭園指定管理者選定の概要 

 

 

 

１ 選定内容 

(１) 選定する施設 

ア 宝塚市立文化芸術センター 

イ 宝塚文化芸術センター庭園 

 

(２) 選定の目的 

平成３２年(2020年)４月１日から平成３７年(2025年)３月３１日までの期間にお

ける宝塚市立文化芸術センター及び宝塚文化芸術センター庭園の指定管理者につい

て、宝塚市立文化芸術センター及び宝塚文化芸術センター庭園指定管理者選定委員

会（以下「選定委員会」という。）において決定された募集要項、業務仕様書及び

選定基準に基づき、適当な候補者の選定を行うものです。 

 

(３) 申請の状況 

宝塚市立文化芸術センター条例第１９条及び宝塚市都市公園条例第２５条の規定

に基づき公募を行ったところ、３者から申請がありました。 

 

２ 審議内容 

(１) 選定委員会委員 

委員長  久 隆浩   近畿大学 総合社会学部環境系専攻 教授 

委 員  梅田 美代子 京都造形芸術大学 名誉教授 

委 員  菅谷 富夫  大阪市経済戦略局大阪中之島美術館準備室 

 室長 研究主幹 

委 員  赤澤 宏樹  兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 教授 

            兵庫県立人と自然の博物館 

自然・環境マネジメント研究部 研究部長 

委 員  泉 英明   (有)ハートビートプラン 代表取締役 

委 員  越智 彰   税理士 

委 員  髙木 真美  市民公募委員 

 

(２) 選定経緯 

ア 第１回選定委員会 平成３０年 ８月２８日 

   （募集要項・業務の概要、選定基準及び方法の決定） 



イ 募集要項の公表  平成３０年 ９月 ４日 

ウ 指定申請書の受付 平成３０年 ９月２８日から１１月 １日まで 

エ 第２回選定委員会 平成３０年１１月２９日 

   （書類審査及びプレゼンテーション審査の実施、候補者決定） 

 

(３) 審査方法 

宝塚市指定管理者選定要領、宝塚市文化芸術センター条例及び宝塚市都市公園条

例に基づき、評価項目を８項目、配点を２２０点満点と設定しました。 

採点は項目ごとに５段階評価とし、委員ごとの評価点合計（２２０点満点）の１

位の判定が最も多い団体等を候補者とすることとしました。 

候補者の辞退があった場合に候補者とする次点者は、候補者となった団体等を除

き、次に１位の判定が最も多い団体等とすることとしました。 

また、各委員の評価点合計が最低必要点数に満たない団体等は、候補者及び次点

者に選定されないこととし、委員７名の評価点合計の総合計点（１，５４０点）の

６０％（９２４点）を最低必要点数としました。 

 

３ 選定結果 

(１) 指定管理者の候補者 

委員ごとの評価点合計において１位の判定をした委員の数については、宝塚みら

い創造ファクトリーが４人となり、１位の判定が最も多い団体になりました。 

また、宝塚みらい創造ファクトリーの総合計点は１，５４０点中１，０９６点（約

７１．２％）で、必要最低点数９２４点（６０％）を上回っていました。 

これら各委員の審査結果に基づいて委員会で審議を行った結果、以下の団体を指

定管理者の候補者として選定することが適切であると決定しました。 

なお、申請のあった団体等の評価点は下表のとおりです。 

 

（候補者として選定した者） 

住 所 大阪市淀川区西中島六丁目２番３－９０５号 

名 称 宝塚みらい創造ファクトリー 

代表者 株式会社ＧＰＭＯ 

代表取締役社長 神原 孝行 

    構成員 大阪ガスビジネスクリエイト株式会社 

構成員 株式会社日比谷アメニス大阪支店 

構成員 国際ライフパートナー株式会社 

構成員 鹿島建物総合管理株式会社 

 



（申請団体等の評価点） 

団体等 評価点（１，５４０点満点） 

宝塚みらい創造ファクトリー １，０９６点 

Ａ事業者 １，０５０点 

Ｂ事業者 ９６２点 

 

(２) 選定理由 

・それぞれに得意分野を有する事業者によって共同事業体が結成されており、豊富

な経験とノウハウを有することから、実績を踏まえた安定性の高い事業計画とな

っている。また、そのスケールメリットを活かして、堅実で妥当性の高い収支計

画が立てられている。 

・展示事業のみならず、賛助会員制度や市民サポーター制度など、人々が日常的に

施設を訪れたくなる具体的な提案がされており、全体的にバランスがとれた事業

計画である。また、市民サポーター募集に係る考え方についても、単に公募する

のではなく、既に主体的な活動をされている方にアプローチしていくことを想定

しているなど、実現に向けた考え方も適切かつ明瞭である。 

・事業計画の中でも、特に庭園の魅力を生かしたイベントやワークショップについ

て、様々な視点から具体的な提案がされており、居心地の良い空間や週末のにぎ

わいづくりが期待できる。 


